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　平成２６年第３回稲敷市議会定例会が９月２日から２６日までの２５日
間にわたり開かれました。市長より提出された議案は、条例の制定４件、
条例の一部改正５件、規約の変更１件、各会計補正予算案６件、決算の認
定案１２件、報告案件６件を含めた合計３４案件が上程されました。
　開会日には、議案の他、請願１件が上程・付託された後、議長発議によ
り決算審査特別委員会が設置されました。また、議員発議２件が上程され
ました。
　最終日には、新庁舎建設に係る工事請負契約議案が上程されました。
　議会の審査経過及び、議決の結果については下記をご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

９月　２日（火）開会
議案等について市長の提案理由説明を受ける（３４案件）。
発議２件を採決。
請願１件を常任委員会へ付託。
決算審査特別委員会が設置される。

（９月３日は議案調査のため休会）
９月　４日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】
９月　５日（金）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【３名】

審査のため各常任委員会及び決算審査特別委員会へ議案
２８件を付託する。

９月　８日（月）常任委員会・決算審査分科会審査【総務教育】
９月　９日（火）常任委員会・決算審査分科会審査【総務教育】

（９月１０日は委員会の事務整理のため休会）
９月１１日（木）常任委員会・決算審査分科会審査【市民福祉】
９月１２日（金）常任委員会・決算審査分科会審査【市民福祉】
９月１６日（火）常任委員会・決算審査分科会審査【産業建設】
９月１７日（水）常任委員会・決算審査分科会審査【産業建設】

（９月１８日は、議会運営委員会及び議会全員協議会を開催。
１９日は、委員会の事務整理のため休会）

９月２２日（月）決算審査特別委員会（全体審査）
（９月２４日は決算審査特別審査　全体審査　予備日）
（９月２５日は今定例会の議事整理のため休会）

９月２６日（金）各常任委員長及び決算審査特別委員長から付託議案に対す
る審査報告を受け、議案２８件に対する討論、採決及び請
願１件に対して採決を行う。また、追加議案が提出される。

【議案第９１号】追加議案に対し質疑、討論、採決を行う。
閉会
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新庁舎建設工事請負契約
（契約金額47億9,714万4千円）を可決
議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

報告第６号 平成25年度稲敷市一般会計継続
費精算報告書について

平成25年度に終了した市街地液状化対
策事業の精算についての報告 － 報告

報告第７号 健全化判断比率の報告について

平成25年度決算を基に実質赤字比率、
連結実質赤字比率、実質公債比率及び
将来負担比率について報告するもの
で、いずれも早期健全化基準を下回っ
ている

－ 報告

報告第８号 稲敷市農業集落排水事業特別会
計の資金不足比率の報告について

各公営企業会計について、平成25年度
決算を基に、資金不足比率を報告する
もので、全４会計において資金不足は
ない

― 報告

報告第９号 稲敷市公共下水道事業特別会計
の資金不足比率の報告について ― 報告

報告第10号 稲敷市水道事業会計の資金不足
比率の報告について ― 報告

報告第11号 稲敷市工業用水道事業会計の資
金不足比率の報告について ― 報告

議案第63号
稲敷市特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の制定に
ついて

子ども・子育て支援法に基づいて、当
該施設の認可・運営に関する基準につ
いて条例で定めるもの

総務教育 原案可決
（19：１）

議案第64号
稲敷市家庭的保育事業等の設備
及び運営に関する基準を定める
条例の制定について

子ども・子育て支援法等の改正により、
家庭的保育事業等の設備及び運営基準
について条例で定めるもの

総務教育 原案可決
（19：１）

議案第65号
稲敷市放課後児童健全育成事業
の設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定について

子ども・子育て支援法等の改正により、
放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準について条例で定める
もの

総務教育 原案可決
（19：１）

平成26年第３回
稲敷市議会定例会
平成26年第３回
稲敷市議会定例会
平成25年度全決算（12会計）を認定平成25年度全決算（12会計）を認定

平成26年第３回
稲敷市議会定例会
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議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第66号 稲敷市空き家等の適正管理に関
する条例の制定について

空き家の適正な管理に関し、所有者等
の責務を明確にし市民の安心安全な生
活の確保及び良好な生活環境の保全を
図るため条例を制定するもの

市民福祉 原案可決
（20：０）

議案第67号
稲敷市議会議員及び長の選挙に
おける選挙運動の公費負担に関
する条例の一部改正について

選挙運動用ポスター作成の公営に要す
る経費に係る限度額について改正する
もの

総務教育 原案可決
（20：０）

議案第68号 稲敷市職員の育児休業等に関す
る条例の一部改正について

非常勤職員の育児休業規定等を定める
ため改正するもの 総務教育 原案可決

（20：０）

議案第69号
稲敷市特別職の職員で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部改正について

障害児就学指導委員会の名称変更に伴う
字句の訂正、空き家等審議会の設置に伴
う委員の報酬及び費用弁償を定めるもの

総務教育 原案可決
（20：０）

議案第70号 稲敷市職員の給与に関する条例
の一部改正について

他官署に派遣された職員に対する地域
手当支給を定めるもの及び育児休業条例
の改正に伴い関係規定の改正をするもの

総務教育 原案可決
（20：０）

議案第71号 稲敷市障害児就学指導委員会条
例の一部改正について

「障害児就学指導委員会」を「教育支
援委員会」に改め、委員の構成を改正
するもの

総務教育 原案可決
（20：０）

議案第72号
稲敷地方広域市町村圏事務組合
を組織する地方公共団体の数の
増加及び稲敷地方広域市町村圏
事務組合規約の変更について

平成27年４月１日から阿見町が稲敷地
方広域市町村圏事務組合に加入するこ
とに伴う組合規約の変更

総務教育 原案可決
（20：０）

議案第73号 平成26年度稲敷市一般会計補正
予算（第４号） 予算総額を209億7,186万９千円とする 各常任委員会 原案可決（20：０）

議案第74号 平成26年度稲敷市国民健康保険
特別会計補正予算（第１号） 予算総額を58億9,745万３千円とする 市民福祉 原案可決

（20：０）

議案第75号 平成26年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計補正予算（第１号）予算総額を４億2,990万７千円とする 産業建設 原案可決

（20：０）

議案第76号 平成26年度稲敷市公共下水道事
業特別会計補正予算（第１号） 予算総額を19億4,786万１千円とする 産業建設 原案可決

（20：０）

議案第77号 平成26年度稲敷市介護保険特別
会計補正予算（第１号） 予算総額を33億8,213万円とする 市民福祉 原案可決

（20：０）

議案第78号
平成26年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計補正予算（第
１号）

予算総額を１億8,570万8千円とする 産業建設 原案可決
（20：０）

議案第79号 平成25年度稲敷市一般会計歳入
歳出決算認定について

歳入決算額：224億4,852万9,920円
歳出決算額：210億3,344万2,812円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：１）

議案第80号
平成25年度稲敷市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

歳入決算額：63億 181万1,159円
歳出決算額：57億8,943万1,219円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：１）

議案第81号
平成25年度稲敷市、稲敷郡町村
及び一部事務組合公平委員会特
別会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：20万3,881円
歳出決算額：９万9,800円

決算審査
特別委員会

原案認定
（20：０）



議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第82号
平成25年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入決算額：５億3,652万2,456円
歳出決算額：５億1,727万9,366円

決算審査
特別委員会

原案認定
（20：０）

議案第83号
平成25年度稲敷市公共下水道事
業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

歳入決算額：20億6,246万7,803円
歳出決算額：19億4,580万5,250円

決算審査
特別委員会

原案認定
（20：０）

議案第84号 平成25年度稲敷市介護保険特別
会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：31億6,131万9,743円
歳出決算額：30億4,242万5,566円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：１）

議案第85号 平成25年度稲敷市浮島財産区特
別会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：147万1,503円
歳出決算額：106万8,020円

決算審査
特別委員会

原案認定
（20：０）

議案第86号 平成25年度稲敷市古渡財産区特
別会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：486万7,432円
歳出決算額：438万6,433円

決算審査
特別委員会

原案認定
（20：０）

議案第87号
平成25年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計歳入歳出決算
認定について

歳入決算額：１億5,451万5,415円
歳出決算額：１億5,401万7,000円

決算審査
特別委員会

原案認定
（20：０）

議案第88号
平成25年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

歳入決算額：８億9,592万5,238円
歳出決算額：８億8,565万 492円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：１）

議案第89号 平成25年度稲敷市水道事業会計
決算認定について

総収益：９億4,601万4,909円
総費用：８億8,259万2,477円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：１）

議案第90号 平成25年度稲敷市工業用水道事
業会計決算認定について

総収益：824万 910円
総費用：740万9,468円

決算審査
特別委員会

原案認定
（20：０）

議案第91号 工事請負契約の締結について
契約内容：稲敷市新庁舎建設工事
契約金額：47億9,714万４千円（税込）
契約の相手方：五洋建設株式会社

― 原案可決
（20：０）

発議第３号 稲敷市議会委員会条例の一部改
正について

市議会議員定数の改正にともない委員
会定数を改正するもの ― 原案可決

（20：０）

発議第４号 稲敷市議会会議規則の一部改正
について

市議会会議規則の改正に伴い別表表記
を改正するもの ― 原案可決

（20：０）

稲敷市議会だより　第38号5

受付日 件　　　　名 提　出　者
住所・氏名 付託委員会 審議結果

（賛成：反対）

請願第３号
（H26. 8 .12）

教育予算の拡充を求める
請願

水戸市
茨城県教職員組合
吉田　豊　他178名

総務教育 不採択
（９：11）

請 願 の 審 議 結 果



６月定例会での生活保護行政についての質問を
踏まえ、今後、本市が貧困世帯を減らしていく

ための対策について伺う。まず、本市が誕生してからの貧困世帯の推移として年
収200万円以下の世帯数、住民税非課税世帯数、生活保護世帯数、相談件数の状
況等について、現状認識と課題について伺う。

来年4月から生活困窮者自立支援法が施行される。施行にあたっては、生
活困窮者に対しては、個別の状況に応じた支援が求められるが、地域で担

う生活困窮者への支援体系の構築に向けて本法案をどのように進めるのか伺う。

教育所管では、本市の子どもたちの貧困についてどう認識しているのか。

国において、貧困世帯と位置付ける目安は、年収200万円以下の世帯です。
当市では、約2,400世帯となっていますが、人口減少の中、貧困世帯数は、

横ばいの状況であり切実な問題と認識しています。

平成26年度は、８月現在で相談件数は56人、保護世帯数297世帯です。
課題は、生活困窮に至る相談は、複雑であり、複合化した問題で

ある為、民生委員、地域の方々とのネットワークをさらに強める体制づくりが必
要であると認識しています。

制度の必須事業、自立相談支援事業については、相談事業による
支援、自立に向けた人的支援に従事する主任相談支援員、就労支

援員等の確保に向け準備を進めています。また、住宅確保給付金支給事業につい
ては、既存の制度を継続します。その他の任意事業についても検討します。

教育委員会では、経済的理由により
就学困難な児童生徒に対し就学援

助費を交付しています。また、成績優秀であり
ながら経済的理由で就学困難な生徒に対し黒
田保郎育英奨学基金を設けています。今後は、
市として早急にどのようなことができるか支
援充実のため保健福祉部と協議していきます。
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竹 神 裕 輔
議 員

貧困世帯数の推移、現状認識、
課題は
田口市長 年収200万円以下世帯は、

約2,400世帯

竹神

竹神

竹神

市長

保健福祉部長

保健福祉部長

教育部長
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政
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教
育
長

松 戸 千 秋
議 員
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の
児
童
生
徒
を
対
象
に

赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
を
通

し
て
生
命
尊
厳
、
生
命
の
大
切
さ
、
人

間
関
係
等
を
学
ぶ
事
を
目
的
と
し
た
赤

ち
ゃ
ん
登
校
日
授
業
は
、
全
国
の
小
中

学
校
で
徐
々
に
行
わ
れ
て
い
る
。
高
萩

市
で
は
、
こ
の
事
業
が
8
年
継
続
で
行

わ
れ
て
お
り
、
中
学
生
に
な
る
と
赤

ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
う
機
会
が
な
い
の
で

大
変
意
義
が
あ
り
当
市
で
も
取
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

松
戸

子育て支援の一環として赤ちゃんが
生まれた時の喜びなどを言葉として

手紙に残し、我が子に読んでもらう未来へ
の手紙を導入してはどうか。また、当市の
妊婦健診の状況や未受診者への対応を伺
う。

未来への手紙は、赤ちゃんが生
まれた喜びを手紙に残すものと

して、また、成長後の子どもにとって愛さ
れた存在として迎えられたことを確認でき
るかけがえのないメッセージになると思わ
れます。当市においては、人口減少対策プ
ロジェクトチームを立ち上げ実施メニュー
の整理を行っており、子育て支援の一環と

して未来への手紙を取り上げ、どのような
形で取組むのか検討します。

未来への手紙の導入の考えは
教育部長 人口減少対策プロジェクトで取り上げ検討する

松戸

教育部長

当市では、妊婦健診の回数
は、厚労省が示す一人14回

としており平成25年度の妊婦健康審査の状
況は、第１回目の受診率が94％でした。ま
た、昨年度１回も健診を受けなかった未受
診の方は、いませんでした。未受診者に対
しては、電話連絡、家庭訪問等をし、健診
受診を勧奨していきます。

保健福祉部長

教
育
長



稲敷市議会だより　第38号 8

一
般
質
問全国の65歳以上の高齢化率は25％、稲敷市は、29％と進

んでおり、また、市外への人口流出問題や核家族化が進み
高齢者のみの世帯が多くなる事が予想される。これからの高齢者
福祉についてどういったサービスが必要なのか、その対策の方向について、どうあるべきか
市長の考えを伺う。

高齢者福祉サービスにおける10事業の利用状況及びサービスの周知活動、広報はど
うであるのか。また、老老世帯、高齢者のみの世帯数の把握は、検討しているのか伺う。

高齢者福祉計画に基づき、家庭や地域で安心して暮らしやくするために一人暮らし高
齢者に対する施策を展開しています。主なもので救急医療情報キットの導入、配食サー

ビス、ふれあい電話、乳酸菌飲料配布等の10事業を実施しています。また、老老世帯が増加
傾向にありますので、民生委員の協力で現状調査を行っていきたい。

10事業利用については、①配食サービス、49人利用②緊急通報システム、
219人利用③愛の定期便、401人利用④給食サービス、283人利用⑤ふれあい

電話、85人利用⑥シルバーカー購入補助63人利用⑦紙おむつ支給事業、229人利用⑧家族介
護慰労金、4人利用⑨徘徊高齢者家族支援サービス、25年度利用なし⑩緊急医療情報キット、
693人利用となっています。
　老老世帯数等の調査は、調査の通知を行い民生委員の協力をいただき今年度中に行います。

山 本 彰 治
議 員

高齢者福祉政策の方向性は
田口市長 高齢者福祉計画に基づき

施策を展開

山本

山本

市長

保健福祉部長



稲敷市議会だより　第38号9

政
市

を
問
う

篠 田 純 一
議 員

不
法
投
棄
の
対
応
は

副
市
長
不
法
投
棄
抑
止
の
た
め
に
力
を

市
内
で
県
管
理
の
河
川
で
、
不

法
廃
棄
物
が
８
月
に
発
覚
し
、

未
だ
に
手
つ
か
ず
で
あ
る
。
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
。

　
ま
た
、
そ
れ
以
外
に
も
、
何
件
も
の

不
法
投
棄
の
事
案
が
あ
る
。
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

　

今
後
、
不
法
投
棄
さ
れ
な
い
環
境
造

り
に
、
市
広
報
紙
な
ど
に
よ
る
周
知
、

監
視
カ
メ
ラ
の
増
設
、
廃
棄
物
対
策
官

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど
を
行

う
と
と
も
に
、
県
や
警
察
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

不
法
投
棄
の
事
案
が
発
生
し

た
時
に
、
行
為
者
を
特
定
す

る
こ
と
が
、
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

県
か
ら
市
の

職
員
に
立
ち
入

り
検
査
権
限
を

付
与
し
て
い
た
だ

き
、
速
や
か
な
調

査
と
、
県
と
の
連

携
体
制
を
は
か

り
、
ス
ピ
ー
デ
ィ

な
対
策
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

河
川
沿
い
の
事
案
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
そ
の
地
を
管
理
す
る
竜
ケ
崎
工
事
事

務
所
と
対
応
の
協
議
中
で
す
が
、
再
度

催
促
し
て
い
き
ま
す
。

篠
田

市
民
生
活
部
長

ごみの減量化対策として、生ごみ処
理機購入補助の団体補助と、学校給

食の食べ残しの生ごみ処理を、市内ボラン
ティアなど、農業や花壇などを管理する団
体へ働きかけを行ってみてはどうか。

生ごみ処理機の補助につき
ましては、今後、市民の皆

さんや各種団体、事業者のみなさんのご協
力をいただきながら、市全体が一体となっ
て生ゴミの減量化に取り組んでいけるよう
に事業の見直しについて検討していきま
す。

生ごみ減量化に向けての取組みを
市民生活部長 市全体が一体となっての推進に

篠田

副
市
長

給食の食べ残し処理につきまし
ては、子どもたちへの循環型社

会の構築を目指した再資源化や資源循環シ
ステムを学ぶ機会になると考え、生ごみ処
理機の導入を検討していきます。

市民生活部長

教育部長

このほかに、ごみに関する出前講座の質問がありました。

不法投棄は、犯罪です。（新利根太田橋付近）



稲敷市議会だより　第38号 10

一
般
質
問

子
ど
も
の
医
療
費
負
担
は
経

済
的
な
負
担
軽
減
策
と
し
て

喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

反
面
毎
年
経
常
的
に
経
費
が
必
要

と
な
り
、
概
算
で
約
１
２
０
０
万
円

の
増
額
、
ま
た
歳
入
と
し
て
県
の
補

助
金
が
約
６
５
０
万
円
増
額
（
差
し

引
き
５
５
０
万
円
の
増
）
と
試
算
さ

れ
ま
す
。

　

市
の
財
政
が
今
後
変
化
し
て
く
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
人
口
減

少
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
協
議
事

項
に
加
え
検
討
し
、
担
当
部
局
と
も

相
談
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

人口減少の一因として新婚さんが住みやすい住宅を求め、
近隣の市町村に転出すると聞く。市営住宅は合計242戸と

少なく、また古い物件も多い。人口流出を防ぐ対策として、若者
に合った住宅建設の考えはあるか伺う。

人口減少対策として当市に定住していただくための住宅対策は重要であります。
新たな市営住宅の建設につきましては、費用対効果も勘案し、さまざまな角度から

市の住宅施策全体として検討していきます。

山 口 清 吉
議 員

高
校
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を

田
口
市
長
財
政
状
況
を
踏
ま
え
慎
重
に
検
討

山口

今
で
は
高
校
入
学
は
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
で
あ
る
。
小
中
高

と
子
ど
も
た
ち
の
医
療
費
の
心
配
が

要
ら
な
く
な
る
よ
う
に
、
市
独
自
で

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
拡

大
を
す
る
考
え
は
あ
る
か
、
ま
た
そ

れ
に
は
市
の
持
ち
出
し
分
が
い
く
ら

増
え
る
の
か
、
伺
う
。

山
口

市
長

若者に合った住宅を
副 市 長 市の住宅施策として検討

副市長

入居希望が多い市営結佐住宅
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政
市

を
問
う

田
口
市
長

大湖 金四郎
議 員

合
併
イ
ベ
ン
ト
に
綱
引
き
を

市
が
一
体
と
な
り

　
　
　
盛
り
上
が
る
イ
ベ
ン
ト
に

10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
来

年
１
月
31
日
の
式
典
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
を
契
機
に

そ
れ
以
降
実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に

も
、
10
周
年
の
冠
を
つ
け
た
事
業
と
し

て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
綱
引
き
大
会
に
お
き
ま
し
て
も
、

市
全
体
で
の
開
催
に
向
け
関
係
者
の
皆

さ
ま
へ
の
働
き
か
け
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

来
年
予
定
さ
れ
て
い
る
合
併
10

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
る
た
め
、
江
戸
崎
地
区
で
開
催
し
て

い
る
綱
引
き
大
会
を
市
全
体
の
参
加
に

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
昔
の
よ
う
に

街
な
か
で
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

大
湖

巡回バスは利用者から大変好評であ
り、「免許が無くても買い物等に行

ける」という安心がこのバスにはあると痛
切に感じる。
　今後は、市内ルート拡大や、常磐線との
アクセスを考えたルートなどの市民ニーズ
をどう考えるか。

平成23年から始まった公共交通は路
線の拡大や、変更を重ねながら平成

26年１月より、本格運行を開始しています。
利用者数の増加から一定の満足を受けてい
ると考えています。今後は、道路幅員の拡
張などの物理的な問題の解消や、市外乗り
入れについて該当市町村の同意を得るため
の協議をしていきます。

巡回バスの更なる利用者拡大を
田口市長 市全体の見直しの中で検討を

大湖 市長

このほかに、防火水槽の総点検について
質問がありました。



稲敷市議会だより　第38号 12

一
般
質
問４年前に市内企業育成について質問をいたしましたが、現

在までの市内企業育成の成果、市内企業への訪問状況、市
発注業務の市内企業への発注及び参入状況、また出先機関への発
注等の指導をどう行っているのかを伺う。

自治金融制度の積極的な活用の推進と商工会の協力を得ながら、企業訪問を行い、経
営相談を行うなどのサポートを行っております。

　市内入札参加新規登録数は、平成22年度から20社が登録され、特殊な場合を除き、市内業
者を優先し指名しております。また出先機関への発注に関する指導は、法令順守の徹底と内
容の精査を行っております。
　今後圏央道を活用した優良企業を誘致すると共に既存企業への支援を講じてまいります。

簡易な業務を市内業者に優先して受注機会が図れますよう制度の改正について、検
討してまいります。

根 本 光 治
議 員

市内企業の育成について
融資案内や、経営に関する相談等
によりサポートを行う

根本

副市長

田口市長

市長

望まれる市内企業の育成（江戸崎商店街）



稲敷市議会だより　第38号13

政
市

を
問
う

教
育
部
長

浅 野 信 行
議 員

魅
力
あ
る
図
書
館
を

市
民
に
向
け
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を

市
図
書
館
で
も
、
本

の
貸
し
出
し
の
ほ

か
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
や

隣
の
郷
土
資
料
館
と
の
連
携
に
よ

る
歴
史
・
郷
土
資
料
の
分
野
の
情

報
提
供
、
全
国
の
図
書
館
な
ど
か

ら
相
互
貸
借
に
よ
る
資
料
提
供
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
更
な
る
課
題
解
決
型

の
業
務
を
充
実
さ
せ
、
ま
た
そ
の

こ
と
を
広
く
周
知
し
て
い
く
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
利
用
者
が
必
要
な

情
報
に
た
ど
り
着
け
る
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
や
、
図
書

館
員
が
課
題
を
把
握
し
、
講
演
会

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
実
施
す

る
な
ど
の
課
題
解
決
型
に
市
の
図

書
館
は
ど
れ
く
ら
い
対
応
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
対

す
る
住
民
の
認
知
度
に
つ
い
て
、

伺
う
。

教
育
部
長

浅
野

人口減少時代に入り、新たな自治体
再編の見通しが難しい中、医療、公

共交通、地域振興、防災などが効率的に連
携できる、連携協約について、早急に取り
組むべきと考えるが、市長のご所見を伺う。

将来的には拠点都市との連携協約に
より、医療や福祉など連携した事務

処理ができるようになると考えます。来年
度からの第二次総合計画策定準備につきま
しても、このことを十分に踏まえ検討して
いきます。特に公共バスや、圏央道パーキ
ングエリアなど、近隣の関係市町村と助け
合いながら、いい方向を模索していきます。

連携協約による行政サービスの補完を
田口市長 可能な分野から早急に検討を

浅野 市長

地域を支える情報拠点（市図書館）
情報を求めている方に、調べている事柄の事実関係が
分かる資料を提示したり、文献探しを手伝うサービス

※レファレンスサービスとは

※



稲敷市議会だより　第38号 14

一
般
質
問社会経済等のグローバル化が進展する中で、英語能力を身

につけることはとても重要です。　　
　そこで小中学校における語学教育の現状について、市独自のカ
リキュラムや、他市との差別化、新しい取り組みがあるのかを伺
う。

市としましても、英語教育を充実させることは重要と認識しております。そのため
外国語指導助手ALTを小中学校に配置し、公立幼稚園においては年3回、歌や遊び

給食を共にし、英語を楽しむ活動を行っています。
　その他姉妹都市交流事業、青少年親善海外派遣団により、中学・高校生がカナダ、サーモ
ンアーム市と交流事業を行っておりますが、英語検定に挑戦することも、英語力を高めるに
は有効であり、ここにポイントをおき語学教育の充実を図りたいと考えておりますので、市
長と相談しながら英語教育の充実を推進してまいります。

教育にやさしい稲敷市のもとに、グローバル的な人たちが育っていただきますよう、
前向きに市の教育の充実策を講じてまいりたいと思いす。

山 下 恭 一
議 員

稲敷市における語学教育について
伺う

語学教育の更なる充実を図る

山下

教 育 長

教育長

市長
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討　
論
討　
論

（
第
３
回
定
例
会
）

議
案
第
64
号
‥
稲
敷
市
家
庭
的
保

育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
65
号
‥
稲
敷
市
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

議
案
第
79
号
‥
平
成
25
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

議
案
第
63
号
‥
稲
敷
市
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

山
口
清
吉
　

　

第
23
条
の
２
項
で
家
庭
的
保
育
で

は
、
国
家
資
格
の
保
育
者
で
な
く
て

も
よ
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
各
事
業

の
保
育
者
は
す
べ
て
保
育
資
格
者
と

す
べ
き
で
あ
り
、
無
資
格
者
の
保
育

は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
細
か
な
食

事
の
提
供
の
た
め
給
食
は
自
園
調
理

を
必
須
と
し
、
調
理
員
や
調
理
室
を

設
置
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
子
供

た
ち
の
発
達
保
育
の
観
点
か
ら
保
育

室
の
面
積
は
、
１
人
当
た
り
3.3
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
十
分
な
基
準
と
す

べ
き
で
あ
る
。

山
口
清
吉
　

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
に

対
し
て
の
財
政
支
援
を
す
る
こ
と
。

専
用
区
画
の
面
積
は
１
人
当
た
り
1.98

平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
。
支
援

員
は
、
全
員
有
資
格
者
と
す
べ
き
で

あ
り
、
開
所
時
間
及
び
日
数
は
、
実

態
に
合
わ
せ
２
８
０
日
な
ど
に
改
善

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

山
口
清
吉
　

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額

は
、
歳
入
決
算
額
２
２
４
億
４
、
８

５
２
万
円
、
歳
出
決
算
額
２
１
０
億

３
、
３
４
４
万
円
、
実
質
収
支
額
が

８
億
１
、
５
２
７
万
円
、
積
立
金
残

高
は
１
１
３
億
３
、４
８
５
万
円
で
、

そ
の
う
ち
財
政
調
整
基
金
残
高
は
２

山
口
清
吉
　

　

保
護
者
は
市
町
村
が
確
認
し
た
施

設
等
と
契
約
す
る
こ
と
に
な
る
。
保

育
者
が
希
望
し
て
も
施
設
が
同
意
し

な
い
場
合
は
不
成
立
と
な
り
、
保
育

を
必
要
と
す
る
子
供
が
保
育
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
く
な

る
。
つ
ま
り
、
契
約
方
式
に
よ
る
利

用
方
式
は
契
約
が
ど
う
な
る
か
は
自

己
責
任
と
な
り
、
保
育
難
民
が
生
れ

る
こ
と
に
も
な
る
。
ま
た
、
保
育
料

の
滞
納
が
あ
る
と
安
定
的
な
運
営
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
、
懸
念
さ
れ

る
。

議
案
第
80
号
‥
平
成
25
年
度
稲
敷

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
反
対
討
論

１
億
２
、
１
９
４
万
円
で
余
裕
の
あ

る
決
算
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
よ

う
な
中
、
国
民
健
康
保
健
事
業
や
水

道
事
業
な
ど
、
種
々
の
要
件
に
よ
り

市
民
の
負
担
が
限
界
を
超
え
て
い
る

税
や
料
金
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
い
、
市
民
の

負
担
を
軽
減
す
べ
き
で
あ
る
。

山
口
清
吉
　

　

平
成
25
年
度
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
１
億
３
、
１
３
７
万

５
、
０
０
０
円
減
額
し
て
い
る
。
格

差
社
会
の
広
が
り
の
中
で
、
国
保
加

入
者
は
無
収
入
者
や
有
期
雇
用
の
不

安
定
労
働
者
の
加
入
が
ふ
え
続
け
て

お
り
、
税
の
負
担
能
力
は
弱
ま
っ
て

い
る
。
国
の
負
担
を
求
め
る
と
同
時

に
、
市
と
し
て
も
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
ふ
や
し
、
税
の
引
き

下
げ
、
低
所
得
者
の
減
免
制
度
を
設

け
る
な
ど
、
滞
納
者
が
生
れ
な
い
国

民
健
康
保
険
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

て
い
る
。
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議
案
第
89
号
‥
平
成
25
年
度
稲
敷

市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い

て

議
案
第
84
号
‥
平
成
25
年
度
稲
敷

市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
88
号
‥
平
成
25
年
度
稲
敷

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

と
称
し
、
家
族
と
分
離
し
た
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
を
つ
く
っ
た
が
、
収

入
が
少
な
く
、
病
気
が
ち
の
お
年
寄

り
だ
け
を
集
め
て
保
険
が
成
り
立
つ

は
ず
が
な
い
。
後
期
高
齢
医
者
医
療

制
度
は
廃
止
す
る
以
外
に
な
い
。

山
口
清
吉
　

　

水
道
料
金
に
、
こ
の
４
月
か
ら
消

費
税
が
８
％
増
税
さ
れ
、10
立
米
２
、

７
０
０
円
に
な
っ
た
。
経
営
分
析
表

を
見
る
と
、
稲
敷
市
の
指
標
は
、
茨

城
県
平
均
と
比
べ
て
、
決
し
て
遜
色

の
な
い
指
標
と
な
っ
て
い
る
。
市
民

の
他
市
町
村
の
倍
も
す
る
水
道
料
金

の
負
担
を
軽
減
し
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
を
か
な
え
る
た
め
に
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
ふ
や
す
以

外
に
は
な
い
。

山
口
清
吉
　

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
第
５
期
介
護

保
険
事
業
計
画
が
始
ま
り
、
介
護
保

険
料
は
、
大
幅
値
上
げ
さ
れ
た
。
介

護
保
険
制
度
が
で
き
る
ま
で
は
す
べ

て
公
費
で
行
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス

を
、介
護
保
険
制
度
が
で
き
た
ら
ば
、

介
護
保
険
料
を
徴
収
し
て
サ
ー
ビ
ス

は
一
部
負
担
を
徴
収
す
る
、
し
か
も

保
険
料
は
引
き
上
げ
、
サ
ー
ビ
ス
は

ど
ん
ど
ん
切
り
縮
め
る
、
ま
さ
に
保

険
あ
っ
て
介
護
な
し
で
あ
る
。

山
口
清
吉
　

　

社
会
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
お
年

寄
り
、
年
を
と
り
病
気
が
ち
に
な
っ

た
ら
ば
医
療
費
を
無
料
に
す
る
こ
と

が
人
の
道
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
75

歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
後
期
高
齢
者

◆  

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て  

◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、

直
接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で

も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み

受
け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で
ご

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請

願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、

受
理
し
た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た

陳
情
の
議
決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ

ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

１
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・

理
由
）
は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を

求
め
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
、
ま
た
、
簡
単

明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
必
要
に
応
じ
て
図
面
や
そ
の

他
の
資
料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
内
容
の
異
な
る
２
つ
以
上
の
事
項

を
請
願（
陳
情
）す
る
場
合
は
、別
々

の
請
願（
陳
情
）書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
請
願
（
陳
情
）
書
に
は
、
提
出
年

月
日
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・

氏
名
（
法
人
・
任
意
団
体
の
場
合
は
、

そ
の
所
在
地
・
名
称
・
代
表
者
氏

名
）を
記
載
し
、押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場
合

に
は
、
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し
、

外
何
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
１
名
以

上
の
署
名
ま
た
は
、
記
名
押
印
が

必
要
で
す
。

６
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原
則
と
し

て
Ａ
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
と
し
、

正
本
１
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

７
．
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て
随

時
受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
毎
定
例
会
（
３
月
・
６
月
・
９

月
・
12
月
）
開
会
予
定
日
の
10
日
前

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の

定
例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、

次
の
定
例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆  

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て  

◆

（  本　　文  ）
○○○○○に関する請願（陳情）

（趣旨）　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

平成　年　月　日
稲敷市議会議長　様

請願書（陳情者）住所
氏名　　　　　㊞

（  表　　紙  ）
平成　年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

　　（請願書の場合）
　　紹介議員

氏名　　　　　㊞



臨 時 会 報 告

平 成26年 第 １ 回
稲敷市議会臨時会
平成26年 第１回
稲敷市議会臨時会

　平成２６年第１回稲敷市議会臨時会が７月２４日（会期１日間）に開か
れました。
市長より提出された議案は、平成２６年度一般会計の補正予算案１件、工
事変更請負契約の２件の計３件で、常任委員会への付託を省略し、本会議
で審議の結果、各議案ともに可決されました。
　議会からは、新庁舎建設総事業費を総額６０億円以内に収めることの要
望決議が、提出され可決されました。
　議会の審査経過及び、議決の結果については下記一覧をご参照ください。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第60号 平成26年度稲敷市一般会計補正
予算（第３号） 予算総額を208億2,506万円とする ― 原案可決

（20：０）

議案第61号 工事変更請負契約の締結につい
て

新利根地区新設小学校電気設備工事請
負契約金額２億8,998万９千円を２億
9,392万200円に変更するもの

― 原案可決
（17：３）

議案第62号 工事変更請負契約の締結につい
て

新利根地区新設小学校機械設備工事請
負契約金額２億60万2,500円を２億206
万500円に変更するもの

― 原案可決
（17：３）

発議第２号 新庁舎建設総事業費を総額60億
円以内に収めることの要望決議 提出者　　高　野　　貴世志 ― 原案可決

（20：０）

議 案 質 疑
質問者　山　口　清　吉　議員

　議案第61号　工事変更請負契約の締結について
問

答弁

当初契約金額は、２億8,998万9,000円で７月８日に示された追加要求金額が1,725万
9,720円で提示額365万4,554円、今回の提示額が393万円となっている。このように
金額が変更になった経緯について伺う。

（教育部長）
　当初の追加要求額は、内容に疑義があり精査を求めました。　
　契約変更額は、設計会社の積算をもとに算出し電気工事業者と協議し合意に至った金
額です。

稲敷市議会だより　第38号17
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新庁舎建設総事業費を総額60億円以内に収めることの要望決議を可決
　平成26年第１回臨時会において、「新庁舎建設総事業費を総額60億円以内に収めることの要望決
議」が議員発議により提案され、全会一致により可決されました。

　平成26年５月20日の第８回稲敷市庁舎建設推進会議におきまして、田口市長から新庁舎

建設総事業費を、「60億円以内を上限」とすることが表明されました。

　議会といたしましても、今後の学校統合計画など、これから必要な支出が数多く想定さ

れる中、新庁舎建設総事業費60億円以内という上限を設定する取り組みは、大いに賛同す

るものであります。

　現在、東北地方での復興の建設、2020年オリンピック・パラリンピック東京大会の開催

に向けた、関係施設整備の影響などによる経済情勢の変化の中で、建設資材費や人手不足

による労務費の高騰などに伴う、建設コストの大幅な上昇が発生しております。

　７月８日の第９回稲敷市庁舎建設推進会議の中で、新庁舎建設工事費が算出され、庇の

縮小・外壁工法の変更等の設計見直しにより、当初の予算の範囲内に収めたという報告が

ありました。しかし、入札期間中にも上昇が続くと予測される建設コストや、今後予算計

上される備品の購入費など、予断を許さない状況が続くものと思われます。

　市民の血税を無駄にしないためにも、この新庁舎建設総事業費の総額60億円以内という

表明を、田口市長には厳守していただきますことを強く要望いたします。

　　　平成26年７月24日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲敷市議会議長　黒　田　　　正　　

　稲敷市長　田　口　久　克　殿

新庁舎建設総事業費を総額60億円以内に収めることの要望決議
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視 察 研 修 報 告

研
修
日
：
7
月
16
～
17
日

視
察
先
：
静
岡
県
御
殿
場
市

　
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市

　
市
民
の
皆
様
に
市
政
の
現
状

を
分
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
手

に
と
っ
て
い
た
だ
け
る
議
会
だ

よ
り
作
成
を
目
指
し
、
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

御
殿
場
市
議
会
だ
よ
り
で

は
、
年
に
一
度
議
会
全
員
協
議

会
の
協
議
内
容
を
時
系
列
で
掲

載
し
、
市
民
に
対
し
市
政
の
動

き
を
わ
か
り
や
す
く
報
告
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
長
日

記
が
毎
号
掲
載
さ
れ
議
長
の

活
動
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ

て
お
り
紙
面
作
成
の
参
考
と

な
る
も
の
で
し
た
。

　
鎌
倉
市
議
会
だ
よ
り
の
研

修
で
は
、
配
布
方
法
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
家
庭

へ
の
配
布
の
み
だ
け
で
な
く
、

市
内
各
事
業
者
等
へ
配
布
し

い
か
に
市
民
の
皆
さ
ま
に
手

に
と
っ
て
い
た
だ
く
の
が
重

要
で
あ
る
こ
と
が
議
論
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用

し
た
議
会
広
報
を
行
う
な
ど

先
進
的
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
両
市
議
会
だ
よ
り
と
も
市

民
の
皆
様
に
市
政
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
い
、
手
に
と
っ

て
も
ら
え
る
工
夫
が
な
さ
れ

て
お
り
大
変
参
考
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
当
市
議
会
だ
よ

り
作
成
に
お
い
て
も
市
民
の

皆
さ
ま
に
市
政
の
動
き
を
わ

か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た

め
、
今
後
と
も
、
編
集
委
員

一
同
、
市
民
目
線
で
、
紙
面

の
充
実
を
よ
り
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議会だより編集委員会

討　
論
討　
論

議
案
第
61
号
‥
工
事
変
更
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
62
号
‥
工
事
変
更
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

根
本
光
治
　

　

本
案
は
、
新
利
根
小
学
校
の
５
ヶ

月
の
工
事
延
長
に
伴
い
当
初
１
、
７

２
５
万
９
、７
２
０
円
が
請
求
さ
れ
、

そ
の
後
の
請
求
で
今
回
請
求
額
が
３

９
３
万
１
、
２
０
０
円
と
な
っ
た
案

件
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
非
常
に
請
求

額
の
積
算
根
拠
が
あ
い
ま
い
で
あ
り

内
々
で
つ
く
っ
た
金
額
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
よ
っ
て
、
第
三
者
機
関

も
し
く
は
司
法
の
手
を
使
い
、
き
ち

ん
と
し
た
積
算
を
行
う
べ
き
で
あ
り

反
対
す
る
。

根
本
光
治
　

　

基
本
的
に
新
利
根
小
学
校
の
開
校

を
間
に
合
わ
せ
る
た
め
の
和
解
あ
り

き
で
ス
タ
ー
ト
し
た
案
件
で
あ
る
。

　

ま
た
、
議
案
61
号
と
同
様
に
請
求

額
の
積
算
根
拠
が
あ
い
ま
い
で
あ
り

内
々
で
つ
く
っ
た
金
額
と
言
わ
ざ
る

を
得
ず
、
第
三
者
機
関
、
司
法
の
手

を
使
い
、
き
ち
ん
と
し
た
積
算
を
行

う
べ
き
で
あ
り
反
対
す
る
。

（
第
１
回
臨
時
会
）
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
根
本
　
光
治
　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
10
議
案
及
び
請
願
１
件
の
主
な

審
査
概
要
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

議
案
第
63
号
稲
敷
市
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
は
、
全
て

の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た

め
に
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の

立
場
に
立
っ
て
、
特
定
教
育
・
保
育

等
を
提
供
す
る
よ
う
定
め
た
も
の

で
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
運
営

に
関
す
る
基
準
や
、
特
定
地
域
型
保

育
事
業
者
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
、
定
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
67
号
稲
敷
市
議
会
議
員
及

び
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
で
は
、
選
挙
運
動
用
ポ

ス
タ
ー
作
成
費
の
公
費
の
支
払
い
に

つ
い
て
、
現
行
の
１
枚
当
た
り
限
度

額
１
、
９
２
８
円
に
つ
い
て
、
１
、

０
０
０
円
に
引
き
下
げ
る
こ
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
72
号
稲
敷
地
方
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
稲
敷
地
方

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
で
は
、
平
成
27
年
４
月

１
日
か
ら
、
阿
見
町
が
当
事
務
組
合

に
加
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
組
合
規

約
を
変
更
す
る
に
あ
た
り
、
地
方
自

治
法
第
２
９
０
条
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
こ
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
73
号
平
成
26
年
度
稲
敷
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
の

審
査
で
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
１
億

４
、
６
８
０
万
９
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
２
０
９
億
７
、
１
８
６
万
９

千
円
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
に
お
い

て
は
、
各
特
別
会
計
か
ら
の
前
年
度

精
算
に
係
る
繰
入
金
と
、
国
庫
支
出

金
、
稲
敷
・
美
浦
連
絡
道
路
整
備
に

お
け
る
市
債
を
計
上
し
、
歳
出
の
主

な
内
容
は
、
総
務
費
で
江
戸
崎
・
美

浦
統
合
消
防
署
進
入
路
整
備
事
業
及

び
新
庁
舎
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
計
業
務
委
託
事

業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た

付
託
さ
れ
た
10
議
案
全
て
原
案
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
３
号
教
育
予
算
の
拡
充
を

求
め
る
請
願
で
は
、
茨
城
県
に
お
い

て
35
人
以
下
の
少
人
数
学
級
を
推
進

し
て
お
り
、
こ
の
方
式
を
国
に
要
求

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
松
戸
　
千
秋
　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
４
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
経

過
と
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
66
号　

稲
敷
市
空
き
家
等

の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
の
主
な
内
容
は
、
市
内
の

管
理
不
全
な
状
態
の
空
き
家
に
関
し

て
、
立
入
調
査
や
代
執
行
等
が
定
め

ら
れ
た
も
の
で
、
平
成
27
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。審

査
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

議
案
第
73
号　

平
成
26
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
当
委
員
会

所
管
部
分
）
の
主
な
内
容
は
、
市
民

課
所
管
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
費
の

中
で
、
窓
口
受
付
シ
ス
テ
ム
の
追
加

補
正
が
、
保
険
課
所
管
で
は
、
県
の

医
療
福
祉
事
業
の
10
月
か
ら
の
制
度

改
正
に
伴
う
一
斉
更
新
と
、
そ
の
後

の
例
月
更
新
に
か
か
る
電
算
処
理
委

託
料
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。生

活
環
境
課
所
管
で
は
、
防
災
費

で
市
所
有
の
排
水
機
場
補
修
と
し
て

の
増
額
補
正
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
委
員
か
ら
は
、
市
か
ら
の
委
託

で
管
理
し
て
い
る
機
場
等
の
対
応
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
案
件
ご
と
に

検
討
の
う
え
処
理
し
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
社
会
福
祉
課
所

管
で
は
、
障
害
者
福
祉
事
務
費
の
国

へ
の
返
還
金
の
増
額
補
正
で
あ
り
、

平
成
25
年
度
受
け
入
れ
た
国
庫
負
担

金
の
精
算
に
伴
う
返
還
分
と
の
説
明

が
、
健
康
増
進
課
所
管
で
は
、
生
活

習
慣
病
と
体
力
ア
ッ
プ
の
向
上
を
目

指
し
、
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
の
継

続
の
た
め
の
増
額
補
正
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

議
案
第
74
号　

平
成
26
年
度
稲
敷

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
の
主
な
内
容
は
、
25
年
度
の
実
績

確
定
に
よ
り
国
及
び
支
払
基
金
へ
の

返
還
金
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

議
案
第
77
号　

平
成
26
年
度
稲
敷

市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
の

主
な
内
容
は
、
平
成
25
年
度
決
算
に

よ
る
介
護
給
付
費
等
が
確
定
し
た
こ

と
に
伴
い
、
25
年
度
中
に
交
付
を
受

け
た
国
及
び
県
負
担
金
、
一
般
会
計

繰
入
金
の
精
算
に
基
づ
く
も
の
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
大
湖
　
金
四
郎
　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
４
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
概

要
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。議

案
第
73
号
の
平
成
26
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
農
政

課
所
管
の
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
当
該
事
業
が
、

す
で
に
開
始
さ
れ
て
い
る
の
か
と
の

質
疑
に
対
し
、
本
年
度
下
半
期
よ
り

本
格
始
動
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
農
地
中
間
管
理
機
構

を
含
め
た
農
地
集
積
に
関
連
す
る
事

業
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説
明
が
あ
り

ま
し
た

そ
の
他
、
農
地
水
保
全
管
理
支
払

事
業
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

商
工
観
光
課
所
管
で
は
、
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
業
務
の
充
実
・

強
化
を
図
る
た
め
の
経
費
と
し
て
、

啓
発
用
品
の
購
入
費
及
び
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
印
刷
費
を
増
額
補
正
す
る

こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
課
所
管
で
は
、
稲
敷
美
浦
連

絡
道
路
整
備
事
業
に
お
い
て
地
盤
改

良
及
び
水
路
工
事
を
行
う
予
定
で
あ

り
、
事
業
費
及
び
工
事
箇
所
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
下
水
道
課
所
管
で
は
、
歳

入
は
、
前
年
度
精
算
金
か
ら
の
繰
入

金
。
歳
出
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
へ
の
繰
出
し
金
に
か
か
る

補
正
が
、
主
な
も
の
で
あ
る
旨
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
75
号
、
成
26
年
度
稲
敷
市

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
で
は
、
修
繕
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
本
年
度
、
県
全
体
で
下

水
道
の
見
直
し
計
画
が
あ
り
、
処
理

場
の
統
合
な
ど
経
費
節
減
等
の
様
々

な
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
76
号
、
平
成
26
年
度
稲
敷

市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
の
内
容
は
、
前
年
度
精
算
に
よ

る
繰
越
金
を
一
般
会
計
へ
繰
り
出
し

す
る
も
の
の
み
で
あ
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
78
号
の
平
成
26
年
度
稲
敷

市
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
で
は
、
議
案
第
76
号
と

同
様
に
前
年
度
精
算
に
よ
る
繰
越
金

を
一
般
会
計
へ
繰
り
出
し
す
る
も
の

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
議
案
４
件
に
つ
い

て
は
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
根
本
　
保
　

今
定
例
会
開
会
日
に
決
算
審
査
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
ま
ず
、
３

分
科
会
の
中
で
、
所
管
部
局
単
位
の

分
割
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
22
日

の
全
体
審
査
で
は
、
分
科
会
で
の
審

査
内
容
の
報
告
と
、
分
科
会
委
員
以

外
の
委
員
か
ら
質
疑
、
最
後
に
、
討

論
、
採
決
が
行
わ
れ
、
付
託
さ
れ
た

平
成
25
年
度
12
会
計
の
決
算
に
関
す

る
議
案
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
の
う
ち
市
長
公
室

所
管
で
は
、
学
校
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
現
在
検
討
委

員
会
に
お
い
て
民
間
の
活
用
を
含
め

た
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
早
急
に
そ

の
方
向
性
を
見
い
出
し
、
議
会
に
報

告
を
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
委
員
か
ら
は
人
口
減
少
が
解
消

で
き
る
よ
う
な
利
活
用
に
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
所
管
で
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ

保
管
施
設
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
管
理
で
、
現
在
県
と
の
調
整

を
行
っ
て
お
り
、
適
正
に
処
分
を
行

う
予
定
で
あ
る
こ
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

保
健
福
祉
部
所
管
で
は
、
高
齢
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
各
事
業
委
託
の
契

約
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
各
事

業
と
も
配
達
体
系
や
、
安
否
確
認
な

ど
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
他

自
治
体
を
含
め
た
実
績
や
信
頼
性
を

考
慮
す
る
た
め
履
行
業
者
が
限
ら

れ
、
随
意
契
約
と
な
っ
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
生
活
部
所
管
で
は
、
バ
イ
オ

マ
ス
利
活
用
推
進
委
員
の
活
動
状
況

の
質
問
に
対
し
て
は
、
４
年
目
の
事

業
と
な
る
の
で
、
今
後
、
当
市
に
は

ど
の
よ
う
な
事
業
が
ふ
さ
わ
し
い
の

か
検
討
を
重
ね
、
方
向
性
を
出
し
て

い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

産
業
建
設
部
所
管
の
審
査
で
は
、

道
路
維
持
補
修
事
業
に
お
い
て
工
事

の
変
更
契
約
数
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
変
更
理
由
に
つ
い
て
は
、
路
盤

の
入
れ
替
え
等
に
よ
る
設
計
変
更
、

近
隣
住
民
か
ら
の
要
望
等
に
よ
り
変

更
に
な
っ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。審

査
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り

原
案
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

他
の
特
別
会
計
・
水
道
会
計
決
算

等
に
つ
い
て
は
、
議
案
第
80
号
、
第

84
号
、
第
88
号
、
第
89
号
の
４
議
案

に
つ
い
て
賛
成
多
数
で
認
定
。
他
の

７
議
案
に
つ
い
て
は
全
員
一
致
に
よ

り
原
案
認
定
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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委
員
長
　
　
根
　
本
　
　
　
保

副
委
員
長
　
　
岡
　
沢
　
亮
　
一

委
　
　
員
　
　
山
　
口
　
清
　
吉

委
　
　
員
　
　
大
　
湖
　
金
四
郎

委
　
　
員
　
　
根
　
本
　
光
　
治

委
　
　
員
　
　
松
　
戸
　
千
　
秋

　
秋
も
一
段
と
深
ま
り
紅
葉
も
鮮
や
か

な
季
節
と
な
り
、ま
さ
に「
実
り
の
秋
」

真
っ
盛
り
で
す
。
市
民
の
皆
様
は
ど
ん

な
秋
を
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、市
民
の
皆
様
か
ら
、「
議
会

の
傍
聴
に
な
か
な
か
行
け
な
い
け
ど
議

会
だ
よ
り
は
見
て
ま
す
よ
」
と
お
声
か

け
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、議
会
だ
よ
り

の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。一
方
で
、「
議
会
だ
よ
り

で
は
、詳
し
い
経
緯
ま
で
は
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
ご
意
見
も
い
た
だ
く
こ
と

も
事
実
で
す
。

　
議
会
広
報
の
役
割
と
い
う
の
は
、議

会
で
ど
う
い
う
議
論
を
経
て
結
論
に

至
っ
た
の
か
、そ
の
経
緯
を
分
か
り
や

す
く
、広
く
市
民
の
皆
様
に
報
告
す
る

こ
と
だ
と
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。
議
会

だ
よ
り
で
議
会
の
審
議
内
容
を
詳
細

に
お
伝
え
す
る
の
は
、限
ら
れ
た
紙
面

で
は
、十
分
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
現
在
、議
会
だ
よ
り
の
ほ
か
、議
会

報
告
会
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
分
か
り
や

す
い
議
会
だ
よ
り
を
日
々
研
究
し
、改

善
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
岡
沢
　
記
）

　会議日程や会議結果、議員名簿などを掲載しているほか、議会の録画放送も掲載していますので、
ぜひご覧ください。また、新たな情報伝達の手段として稲敷市Twitter（ツイッター）で、議会情報
の提供を行っています。

稲敷市ホームページ http://www.city.inashiki.lg.jp/
稲敷市ツイッター https://twitter.com/inashiki_city

稲敷市議会 検索

市議会ホームページをご覧ください

傍傍 聴聴
してして

みませんかみませんか

次回定例会開催予定は

11 11月 日　となります。

　市議会は、傍聴できます。
　この９月議会（定例会）では、期間中、のべ
８人の皆さまが傍聴しました。稲敷市役所東
庁舎の２階で当日に受付けています。
　また、議場傍聴ではなく、庁舎１階ロビー
にあるテレビで議会中継を傍聴することも
できます。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当
日に受付けています。傍聴については、
　①　受付時間は午前８時３０分から（先着順）
　②　傍聴の予約はできません
　③　傍聴席は２５席まで
　　　（別途、報道関係５席）
　④　議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで
　　　議会の生中継を傍聴できます　　　　　など
　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく
ださい。

　次回の定例会の詳しい日程については、議会事
務局までお問い合わせください。

☎　０２９９ｰ７８ｰ３３９０（直通）
FAX　０２９９ｰ７８ｰ３３９６
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